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悪性脳腫癌に対する薬物療法の問題点のひとつとして

薬物の腫慶警句組織-の移紹度がある.今回我 は々亨AC

NUの腫東西線草譲渡を検討したので報告する,
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我 が々経験Lたか児脳幹グ射打-才の治療及び予後に
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及びexo涌き寂ctypeを望したのは櫓例でありこれら)全

例が生存中(3且-鮒M)である.治療車啓発;放射線単
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E3的二悪性グリオmVの治療成績は,若年者では予後良

好な症例がみられることが報告寧れノているgそこで我々

が経験Lた若年者悪性ダリオ-マ症例の治療法曹予後をこ
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